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Ⅰ．はじめに
　2019年度 日本芝草学会春季大会（2019年6月
14日〜16日，山梨大学甲府キャンパス）に於いて
口頭発表した標題の件について記載する．７年前
に標題の第1報を日本芝草学会で発表した．文部
科学省に【補助金】を申請して維持管理機械類
の充実を図り，維持管理は年々向上している．講
義以外に付加価値を高めるための工夫を重ね技
術者を養成している．全国の農学部と体育系大学
に於いて仙台大学が実践しているカリキュラムは，
現在でも他の大学には存在していない．仙台大学
が実践している経過を第2報として発表する．
Ⅱ．研究目的
　スポーツに関する基本理念を具体化する為に第
2期スポーツ基本計画11,12,13,14）が策定された．①ス
ポーツ施設やスポーツに親しむ場の確保と②大学
スポーツの振興が掲げられた．また『芝生化』も引
き続き掲げられた．社会情勢の推移からして，管
理者の配備と監視業務についての指導が求められ
ている15,16,17,18） ．本研究の目的は体育大学におけ
る芝草管理技術者養成教育事業の動向を明らか
にし，今後の可能性について考察することである．
Ⅲ．天然芝生化の推移と技術者の配置
１．ゴルフ場，サッカー場，ラグビー場
　　（兼アメリカンフットボール場）
　わが国ではゴルフ場天然芝生化の歴史は古く
維持管理の技術の蓄積も多く，最も芝草に精通
した数多くの技術者が存在している．サッカー
場は，ゴルフ場に次ぐ技術者が多数存在してい
る．ラグビー場はサッカー場の技術者が兼務す
ることが多くみられる．
２．野球場，庭球場
　数少ない天然芝生のある野球場には専門の技
術者が在籍している．庭球場の天然芝生化の歴
史は古いが公共施設での天然芝生化は進まなかっ
た．現在，民間の「グラスコ トー佐賀テニスクラブ」
に14面の天然芝生（ティフトン328）のコ トーが有
るが，維持管理はゴルフ場の経験者が担っている．
sport turf, machine for support turf, sport facilities manager
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３．校庭芝生
　校庭芝生化の研究は学校における維持管理の
在り方に関する論文が多数有る1,2,4,5,6,7,19,20） ．それ
らの先行研究によると，今後は教師と子供と親の
会が一体となって維持管理する方式は困難になる
ことが予測される．公的な組織が各学校を持ち
回りで実施する方式が検討されるであろう．受託
業務を行なう組織では資格者が多く存在しており，
今後もなお一層，社員の資格修得の機会が増加し
ている．さらに有資格者を採用する傾向がみられる．
Ⅳ．「芝草管理技術者」の資格付与の現状
と必要性
　第１報18）において，筆者ほか（2013）は各種団
体が国家資格をはじめとした各種民間資格を付与
しているが教育界では「芝草管理技術者」として
の資格の付与は行なっていない現状の報告と，養
成教育する必要性が様 な々背景による視点で論じ
られている8,9,10,21,22,23,） ．さらに現在実施中の「体
育施設管理士」養成教育事業と併設してこの教育
事業を継続することは，本学において「建学の精
神である実学の実践」がさらに充実したものとなり，
特色のある大学として期待されると指摘している．
Ⅴ．研究方法
　仙台大学が実施した維持管理の現状と内容の
変遷（施設のハード面），および研究対象とな
る学生の資質の向上に関しての現状と変遷（施
設のソフト面）を追うことで考察する．
Ⅵ．研究結果
１．研究対象となる施設の現状と変遷
　　（施設のハード面）
１）グラウンド状況の変遷
　2010年に天然芝生化の機運が生じたころは
寒地型洋芝が適応しているとされていた．仙台
大学も3種混合で約8,000ｍ2のグラウンドに播
種工事を行った．しかし，全面散水が出来ず
に半面を諦めた時期もあった．研究対象として，
維持管理のグレドの目標値の設定を考えた時に，
Jリー グの試合会場となる競技場と多目的広場な
どの比較的グレ－ドの低いグラウンドとの中間を
目指していけば，どちらのグレ―ドの維持管理
方法も理解が出来ると考えた．
　2012年7月に全 面に バミューダグラスを
Summer Over Seeding（S.O.S.）として播種し
た．寒地型芝草で草種転換するWinter Over 
Seeding（W.O.S.）のことが広く言われているが
この逆を行った．現在は夏季の異常高温気象
でも100％の被覆率を維持している．春先から9
月末までは全面緑のグラウンドであるが10月上
旬からは黄変した暖地型バミューダグラスの影
響でまだら模様が秋から翌年3月まで残る．そ
の割合は約50％ずつである．しかし以前の裸
地が有る状態と比較すれば年間全面被覆され
ており見た目には良くないが，冬眠中といえども
根茎が土中に活着している芝生で被われており
裸地化対策としては機能している．異常高温気
象が多い場合の練習グラウンドではこの様な芝
生維持管理も一つの見本であろう．今までは暖
地型洋芝の生育は効果が疑問視されていたこと
が払拭されて，仙台市内のＪリーグの練習場に
暖地型芝生のティフトン419が採用される先駆
けになった．
　現在グラウンドの使用は表-1の通りであり，使
用日数と時間はかなり混み合っている状態にある．
表 -1　週間利用スケジュール
　第二グラウンド天然芝生はラグビ ・ーアメリカ
ンフットボール場の名称が示す通り、主としてラ
グビー 競技の練習場としてサブ的にアメリカンフッ
トボールとアルティメットの練習場として使用さ
れている。ラグビー競技や他の競技はボールや
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ディスクのパスの良し悪しが競技の成果として優
先される。ドリブルの出来具合がグラウンドの
評価となるサッカーと違って平坦性よりもキック
に強い，むしりとられにくい芝生の育成が求めら
れる．その観点から全面を図-1の通り4分割して
播種して様子を観察している．それぞれの特長
を把握する為に観察区を設置してその様子を観
察している．
図 -1　4 分割の寒地型洋芝播種
　2018年度維持管理の年間実施は表-2の通り
である．
表 -2　年間維持管理実施状況
２）管理機械類の変遷
　文部科学省に申請していた2度の補助金により，
ゴルフ場や専用のサッカー場などにある維持管
理機械は一通り揃って，学生の実習に役立って
いる．外注の年間維持管理費の低減を図った．
購入した機械類は表-3-1，表-3-2の通りである．
表 -3-1　文部科学省の補助金を受けて購入した機械類の一覧表（平成 23 年度）
表 -3-2　文部科学省の補助金を受けて入した機械類の一覧表（平成 24 年度）
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３）施設設備の変遷
　散水・排水に関して水道管径の拡大工事と
貯水タンクの増設を行い水不足は改善された．
しかし，猛暑時期の必要散布量に届いていな
い．ポンプの圧力増加とスプリンクラーなど
の設備が望まれる．又大量の降雨による根腐
れが発生して根毛が衰退する状態が繰り返さ
れる．暗渠排水の設置が望まれる．
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スズメノカタビラ除草剤散布実験計画は図-2、
表-4の通りである．
図 -2、表 -4　除草剤散布実験計画スズメノカタビラ対応
２．研究対象となる学生の資質の向上に関し
ての現状と変遷（施設のソフト面）
１）学生に提供できる教育の内容
　「芝草管理技術者」教育養成に関する取り
組みは，第1報18）において，報告している．
講義は日本芝草研究開発機構の3級の研修会
と同じ内容で構成し，追加して，経営理念・
社是・社訓について解説し，学生が社長に
なったつもりで,この課題を考えて発表も行
う．会社を興すきっかけとなる様な理念を各
自が熟考することは，単に機械を使用して維
持管理を行うだけでなく,その先にある顧客
満足度を満たす独自の考え方を思い起こさせ
る．学生は管理機械の実習を数回行う．見学
会を充実させて，「泉パークタウンゴルフ倶
楽部と楽天生命パーク宮城」の見学会を追加
実施している．
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２）学生に提供できる資格付与の変遷
　仙台大学で実践している授業を資格付与し
ている日本芝草研究開発機構に「芝草管理技
術者3級」の技術者養成認定校としての申請
を数回試みているが，現在は認定校として認
められていない．しかし講義の他に学内で開
催された日本芝草研究開発機構主催の研修
会・受験に東北地区の社会人に混じって参加
して，3級に合格した学生達に就職のアドバ
イスを行った結果2019年4月から競技場を維
持管理する会社に就職した者も出てきた．
３）質問紙調査による学生の資質の向上
授業を通して仙台大学の学生はどのように考
えているか質問紙調査で整理した．
（1）受講生にかかわる受講の動機は表-5の通
りである．資格取得と単位修得が多い．
（2）見学会に関する受講生の回答は表-6の通
りである.満足度が高い数値を示している．
表 -5　質問紙調査による学生の資質の向上受講生に係わる受講の動機
表 -6　質問紙調査による学生の資質の向上　見学会に関する受講生の回答
学外スポーツタ フー施設見学会
楽天パーク生命宮城(野球場）
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４）学生の興味を喚起する授業内容の研究の推移
　学習指導要領の中で，専門科目の指導を通
して世間が求める学士力を醸成することが挙
げられている．実社会に出てから役立つ資質
を身につけさせられるように配慮している．
５）体育大学で芝草管理技術者養成教育を行う
意義について
　「地方大学の振興及び若者雇用等に関する
有識者会議」が提言した，【地方創設に資す
る大学改革に向けた中間報告（平成29年）】3）
の中で，大学改革の方向性として大学の機能
分化を推進していくべきであると言っている．
すなわち，各大学はグローバル型大学として，
世界のトップ水準のグローバルトップエリー
ト人材の輩出を重視するか，または、ローカ
ル型大学として，専門人材の育成・確保に取
り組むとともに，地域に根差して地域を支え
る仕事に就労して生きていく人材に対して，
実践的な基礎能力教育や最新の技能教育の実
施を重用するかを明確にする必要がある．
　地方小規模のローカル大学である仙台大学
は特色を出して，スポーツターフ競技場の維
持管理に関する技術者養成教育事業が充実し
たカリキュラムとなる可能性がある．
Ⅶ．まとめと今後の課題
１．宮城県地域における暖地型芝生の適性が実
証でき，競技場練習場への導入の先駆けに
なった．
２．管理機械の充実は芝生のグレイドを向上さ
せ，外注委託管理料を節減できた．
３．設備を充実（散水・排水）させれば競技場
に近い維持管理が可能であることの目安が
ついた．
４．設備や管理機械の充実と教育方法の変遷が
学生の興味を増し，管理技術を身につける
ことが役に立つと認知させた．
５．芝草草種の適性はサッカーと違ってもよい
事の実証が進みつつあり，今後の精査が待
たれる．
６．芝草管理技術者養成教育事業は全国の大学
でもまれな実績として考えられ，学内で資
格取得の為に受講や受験ができる体制が確
立された。
７．教育事業は「大学改革の方向性」に合致し
て，特色のあるローカル型大学を目指すこ
とが選択肢の一つとして考えられる。
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